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　「日本一のメーカーになる」…バス用バッ
クミラーに刻印された象印マークには創業
者の思いが込められている。1937年創業
の大東プレス工業株式会社は、戦後の混乱
期、進駐軍のジープについているミラーを見た先代が日本
の自動車産業の発展を見据えて、バックミラーを自社製品
にしようと考えた。
　まず丸型バックミラーを開発。続いて視野が広くなる小
判型ミラーを開発。さらにボデーとミラーをつなぐ取り付
け部分においてユニバーサルジョイントを考案し、パテント
を取得した。
　当時の鏡といえば銀引き鏡が主流であったが、この寿命
は半年～1年足らずであった。改善策の模索を続け、軍の
サーチライトの反射鏡に使用されていた「真空蒸着」方式
を見出す。当時学生であった現社長の吉田隆司も研究に
参加し、およそ1年の試行錯誤の結果、ついに5年以上の寿
命を持つ鏡を作り出すことに成功した。「完成したときの喜
びは今でも忘れることができない」と吉田社長は語る。
　この長寿命鏡と特許を武器に急速に国内市場を拡大
していった。1960年4月には自動車メーカーへ純正取付
用ミラー納入を開始。1964年3月には自動車用ミラー装

置の日本標準規格表示工場として認定される。さらに翌
1965年10月にはバス車体用規格品委員会より乗合自動
車優良品として指定を受けることになった。
　一般路線バスにはサイドミラーをはじめとして1台のバ
スに11ものミラーが装着され、乗客の安全確保に努めて
いる。また路線バスの取り付け部分(ハウジング)はおよそ
60年の長きに渡り、鋼板製で鏡を取り付けるという構造に
変化がない。これは万一鏡が破損した場合でもハウジング
の変形を修正して鏡を付け替えればすぐに再使用が可能
になり、運用や部品のコストを抑えることができるからであ
る。同社製品の国産路線バスにおけるシェアは実に99.9%
を誇り、日本一のメーカーになるという創業者の夢は実現
できたといえよう。
　安定した製品群を所有しながらも、より利便性、安全性
の高い製品への開発意欲は衰えを知
らない。割れた鏡が飛散しにくい「シャ
ドウコートミラー」では塗料を研究開

的創独はに」ーラミンコモリ動電「、発
な駆動技術を採用した。さらに新し
い今後の製品にはデジタル技術を研
究中である。大きなシェアを持つメー
カーの責務としても安全性と利便性へ
の探求はこれからも続いていく。

資材部会ビジネスネットワーク
STAGE 54

大東プレス工業㈱国内シェア99％超の路線バス用ミラー

吉田　夛佳志
（1966年入社）
代表取締役社長

1974年代表取締役社長に就任。以来
長きに渡り、会社を牽引し続けている。
平成15年度大阪テクノマスター。

路線バス用のH300小判型ミ
ラーは、４０年もの間ほとんどデ
ザインは変わっていない定番
中の定番商品。

大東プレス工業㈱
代表取締役社長 　吉田夛佳志

「自分に解決できる問題しか出てこない」。
確かな技術とアイデアで安全と利便性を追求し続けていきます。

【本社】 〒538-0052　大阪市鶴見区横堤4丁目1番31号
 TEL：06-6911-4751  http://www.daito-press.co.jp/

観光バスにはデザイン性の高いものが
求められる。リモコン電動ミラーは吉田
社長が趣味としているラジコン飛行機か
ら駆動構造のヒントを得た。

膨大な数のミラーの金型は同社の歴史を物語っている。
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私たち資材部会は、部会会員を専門分野ごとにグループ分けを行い、3分科会13グループからなる「ビジネス
ネットワーク」を設置しております。この「ビジネスネットワーク」は、会員のより強い連携と結束を実現し、
架装メーカーに対するより積極的な協力体制が展開されています。
「VOICE」では、シリーズで部会会員会社の製品及び技術が開発されるまでの経緯を紹介していきます。

　シャッター、ビル・マンション用ドアにおいて業界第1位
の企業である三和シヤッター工業㈱が車体用の国産リ
アドア「カースライダー」をはじめて世に送り出したのは
1976年であった。
　シャッタードアは複数枚のパネルで構成され、重さもあ
るが、ドアに取り付けられらたワイヤーを巻き取るシャフト
にはスプリング機構が装備され、スプリングの力でドアの
開閉を軽くしている。さらに各パネルの両端に差し込まれ
たローラーが、車体内部のレールを走行することでスムー
ズな開閉を実現している。
　一番の特徴はドア開放時にスペースをまったく必要とし
ない点であろう。軒下や狭路などはもちろん、荷捌き場の
直前まで寄せてドアを開けることが可能だ。頻繁にドアの
開閉を行う配達関係の業種からの需要は常に大きい。開

ピーターもいるという
　アメリカではシャッタードアの使用率は高いが、国内に
おいては、コスト面で導入を控えるユーザーも多く、なか
なか普及に弾みがつかないのが現状であった。

三和シヤッター工業㈱跳ね上げ式カースライダー

若松　博（1978年入社 ・ 右）
首都圏法人営業支店技術チーム

鬼頭秀夫（1985年入社 ・ 左）
中部関西法人営業支店
中部環境資材課 CSD

継ぎ、さらなる発展を目指す。跳ね上
げ式カースライダーに注力中。

三和シヤッター工業㈱
代表取締役社長 　木下和彦

「暮らしの中に、安全・安心・快適を」。
安全・安心・快適を提供することにより社会に貢献します。

【本社】 〒175-0081
 東京都板橋区新河岸2丁目3番5号
 TEL：03-5998-9111
 http://www.sanwa-ss.co.jp/

中空形材のパネルを使用したホ
ロータイプ。強度は1枚のパネ
ルよりも格段に強い。スプリング
機構でドア操作が軽く、開閉もス
ムーズなのが特徴。

2011年9月　跳ね上げ式カースライダーを発売
　今年9月には、シャッタードアの快適な操作性メリットを
生かしつつ、コスト面のデメリットを大幅に改善した戦略商
品「跳ね上げカースライダー」を市場に投入する。

＜跳ね上げ式カースライダーの特徴＞
① パネルの開閉は巻き取りばねで、

軽々ワンタッチ操作。
パネルを外側に折り畳むことで次のメリットが生まれた。
② シャッタードアで必要だった庫内上部の収納スペース

が不要になり、庫内を有効に使うことができる。
③ パネルが屋根となり、作業者や荷物を濡らすのを防ぐ。
④ 車幅方向にスペースを必要としない。
⑤ 部品点数が少なくなりランニングコストを抑える。
　商品投入に当たっては、耐久性の試験のため実際にテス
トコースを幾度も走行し、問題点をひとつひとつ改善して
いった。開発チームが自ら、悪路コースを長時間運転して
走行テストを繰り返したという。
　シャッタードア技術を生かしつつ、機能やコスト面で市場
ニーズに応えられる商品を生み出した同部門としては初め
て展示会にも出展し、積極的にアピールしていく計画だ。

跳ね上げ式のパネル
を外側に折り畳む。
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　インファステック㈱の創業は1963年、当時ロンドンで上
場していた工業用ファスナーのグローバルメーカーであ
るアブデル社の日本における製造販売会社としてスタート
した。インファステックグループは世界150ヶ国に販社・工
場を持つグローバル企業であり、革新的なテクノロジーと
グローバルネットワークを通じて、自動車産業をはじめ、電
機、建築などあらゆるモノづくり産業に、高度なファスニン
グ技術と付加価値を提供している。
　グループ拠点のあるイギリスでは顧客本位に基づいた、
新しい発想と技術革新でユーザーニーズにマッチした新
製品を作り出し続けており、産業革命の国のこの発想力、
発明マインドに片岡社長は常に感嘆するという。
　リベットはシンプルがゆえに改良が難しい。世界的なコ
スト削減競争の中で、ユーザーに導入メリット（20％以上の
コスト削減効果）を提案するには、リベット単体の性能向上
に加えて、工程システムの提供も不可欠である。連発式リ
ベットを自動装填機と組み合わせ、さらなる作業性の向上
を提案したり、ロボットによるオートメーション・システムの
開発にも積極的に取り組んでいる。
　こうした徹底した効率化への探求姿勢こそ、無駄を削ぎ
落とす中で、新たなる価値を見つけ出す発想力の源となっ
ているのかもしれない。

　同社の製品群はネジ・ナット・ボルト、冷間鍛造品、近年で
はスマートフォンやコンピュータのHDDで使われるマイク
ロスクリューなど、豊富なラインナップを誇る。今回は最新
のブラインドリベット「アブボルト」を紹介する。
　リベットの一番の特長は、片側から打ち込む一工程で締
結できるという点である。ボルト＋ナットより簡単に材料に
密着し高いゆるみ止め効果を発揮する。さらに溶接に比し
ても、技術習得期間をかけずに高速で均一な作業が可能
であり、異種材料の接合にも適している点があげられる。

驚異の締結力を
コンマ数秒で実現！
　「アブボルト」は、
リベットの特長を持
ちながらも、超高強
度により高い軸力
を持たせることができるので、
構造物への使用も可能になっ
た。従来ボルト・ナットでなけれ
ば強度を保てなかった箇所にもリベットを用いることがで
きるようになったのである。
　これだけの強さの太いリベットを打鋲するには従来の空
気圧では力不足となるため、油圧を利用する専用工具も開
発された。これによりわずか1秒以下で高い軸力を維持し
た締結作業者を楽にこなすことができる。今後、さまざま
な産業において幅広い箇所への採用が期待される。

資材部会ビジネスネットワーク
STAGE 55

インファステック㈱超高強度ブラインドロックボルト

片岡　進
（1972年入社）
代表取締役社長

日本法人トップとして海外を飛び回
る。明るく見通しのよい現在のオフィ
スは片岡社長が設計を行なった。

インファステック㈱
代表取締役社長 　片岡　進

「顧客第一主義」を理念とし、最先端のテクノロジーとグローバルネット
ワークを通し、より一層の顧客満足度を目指します。

【本社】 〒224-0032
 神奈川県都筑区茅ヶ崎中央3-1センター南SKYビル1階
 TEL：045-947-1200  http://www.infastech.co.jp/

締結の瞬間、ブラインド側
のスリーブが筒状からナッ
ト状へ変形していく様はグ
ニャリとスローモーション
を見ているようだ。

連発式リベット
本体内にリベットを装填
して、連発で打鋲するこ
とができ、作業効率を大
幅に向上させた。

このスリーブ部分がナッ
ト状に変形して、材料同
士を強くかしめる。

打鋲方向
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私たち資材部会は、部会会員を専門分野ごとにグループ分けを行い、3分科会13グループからなる「ビジネス
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　セーレン㈱は1889年に創業、1923年に福井精練加工
株式会社として設立。絹の精練業からはじまり、各種繊維
製品の染色加工分野で日本一の規模に発展し、1973年
に社名をセーレン㈱に変更した。天然繊維から合成繊維ま
で、そして糸から最終繊維製品までの企画～製造～販売
の一貫機能を備えた「総合繊維メーカー」であり、自動車の
シート材ではトップシェアを誇る。
　創業100年を超える
老舗が開発した画期的
なシステム、それがデ
ジタルプロダクション
システム「Viscotecs®
（ビスコテックス）」だ。
これまでの職人技に頼

様客お「、れ入り取を」術技TI「にりくづノモな的グロナアる
のほしいものを・ほしいときに・ほしいだけ」を提供すること
を可能にした。
　ビスコテックスは染色技術はもとより、機械、電気、電子、
情報など様々な分野の最先端技術が集約され、繊維製品
の企画から製造・販売までを「時間差ゼロ・距離感ゼロ」で
進めることに成功した。
　ビスコテックスでの製作方法を簡単に説明すると、
①デザインや型紙などをパソコンでデジタル化　②この
データを取り込み、型紙から3D画像を作成し、デザインを
マッピング　③色や柄をシミュレーションして画面上で確
認する　④決定したデザインを様々な布地に染色し、忠実
に再現して出力する　⑤出てきた布地を型通りに断裁し
て縫製すれば完成となる。

セーレン㈱100年を超える技術と最先端のITの融合

小林健一
（1992年入社）
自動車内装材部門　車両資材営業部

ビスコテックスのオリジナル内装の営業を
担当。

セーレン㈱
代表取締役会長兼社長/最高経営責任者　川田達男

「目指すは グッドカンパニー」
株主、お客様、社員、地域社会にとってよい会社

【車両資材部】 〒910-0067　福井県福井市新田塚1-60-1
 TEL：0776-23-5252
 http://www.seiren.com/

　表現力は色数で
1677万色を誇り、
1着～大量ロットを
製造することができ
る。デジタルデータ
なので、海外でデザ
インされたものを

ネットワーク経由で、時間差なく日本で出力することも可
能だ。

　自動車用内装材は、耐久
性はもちろん、防汚・防水機
能や撥水性、消臭機能、静電
気防止機能など、時代ととも
に快適性を求められてきた。

セーレン㈱はトップシェアメーカーとして、常に様々なファ
ブリックを開発し応えてきた。最近では、まゆから抽出、高

ト表皮材も実現している。
　そしてビスコテックスによりデザイン面の自由度を格段
に向上させ、内装材に様々なオリジナルデザインの広がり
をもたらしたのである。

オリジナルデザインのシート

優先席マークを入れたオリジナルシート。
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